
昭
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四
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特
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奉
成
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行
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董
仲
欝
に
お
け
る
歴
史
意
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の
問
題
二
…
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…
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内
山
俊
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宗
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識
と
新
し
い
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在
…
：
：
：
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…
：
：
．
・
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：
：
芦
名
定
道

コ
ソ
ミ
ュ
ニ
オ
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と
展
開
（
完
）
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…
…
：
・
管
　
　
康
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ー
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ト
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ソ
・
ス
ミ
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か
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デ
ェ
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ケ
ー
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へ
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〔
書
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〕
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審
冨
賃
q
き
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（
Φ
ロ
・
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↓
ず
Φ
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Φ
犀
σ
q
δ
信
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翫
ざ
の
8
冨
。
臨
調
ω
窪
欝
嵩
帥
囚
Φ
薪
：
…
…
…
…
冒
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孝

醜
報

京都大學文學部内

京都哲學會



京
都
哲
学
会
規
三

一
、
本
会
は
広
義
に
お
け
る
哲
学
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
図
る

　
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

二
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う
。

　
e
会
誌
「
哲
学
研
究
」
を
発
行
す
る
。

　
⇔
毎
年
公
開
講
演
会
を
開
く
。

　
⇔
随
時
研
究
会
を
開
く
。

三
、
本
会
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く
。

　
委
員
は
京
都
大
学
文
学
部
哲
学
科
教
官
及
び
委
員
会
に
お
い

　
て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る
。

四
、
本
会
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
。
賛
助
員
は
会
員
の
中
か

　
ら
委
員
会
が
推
薦
す
る
。

五
、
本
会
は
会
員
組
織
と
し
会
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

　
い
。
学
校
・
図
書
館
・
其
他
の
団
体
は
団
体
の
名
を
以
て
入

　
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
、
会
員
は
年
会
費
一
、
○
○
○
円
と
会
誌
代
五
、
○
○
○
円

　
（
数
言
分
）
を
前
納
す
る
。

七
、
会
員
は
会
誌
の
配
布
を
受
け
会
誌
に
予
告
す
る
諸
種
の
行

　
事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

八
、
本
会
は
事
務
所
を
京
都
大
学
文
学
部
内
に
お
く
。

九
、
規
約
の
改
正
は
委
員
会
の
決
定
に
よ
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　京
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委学
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　役
山水御鏡選書長徳土穿薗清清佐木苧内内内気乾飯池員
　　　　　　　　　　　　　ft
本牧黒谷耕㌔水水木舗軸繊藤田
　垣　，月　　　　　　　御　　　　　　　　敏：

耕克正研正宗健清代筆丞好憎俊勝惣見邦秀

二三己誠勝三當雄司二二明三二二行彦利七一郎武三



會

告

京
都
哲
學
會
公
開
講
演
回
漕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
時
　
　
十
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
會
場
　
　
樂

告　月

友日

　宋
　v
會午
　後

　時
館牛

一、

?
學
と
二
つ
の
形
而
上
學
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
京
都
大
學
助
教
授
　
岩

一、

i
化
と
種
の
分
岐
…
…
…
…
・
…
…
・
・
…
…
：
…
…
京
都
大
學
教
授
　
内

城井

寒帰

一七

ー
ダ
ー
ウ
ィ
ン
と
ウ
ォ
レ
ス
の
違
い
一

（
順
不
同
）

XXX
右
終
了
後
樂
友
會
館
に
お
い
て
懇
談
晩
餐
會
（
パ
ー
テ
ィ
ー
形
式
）
を
開
き
ま
す
。
（
愈
費
五
千
圓
）

所
贋
機
關
長
宛
出
張
許
可
依
頼
賦
御
入
用
の
方
は
京
都
哲
田
中
ま
で
お
申
南
下
さ
い
。

當
分
の
間
、
本
學
會
公
開
講
演
會
は
毎
年
十
一
月
三
日
に
、
開
催
い
た
し
ま
す
。

卒
成
五
年
九
月

京

都

哲

學

會



で
き
る
か
ど
う
か
。
そ
れ
は
現
在
の
我
々
に
対
し
て
向
け
ら
れ
て
い
る
問

い
に
他
な
ら
な
い
。
本
書
は
こ
の
間
に
対
す
る
㎝
つ
の
解
答
の
試
み
と
し

て
、
注
目
に
値
す
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
筆
者
な
か
は
ら
・
た
か
し
大
阪
外
国
語
大
学
〔
哲
学
〕
非
常
勤
講
師
）

．
告号論文予引

次
　

近
世
初
頭
に
お
け
る
自
然
哲
学
と
自
然
科
学
…
…
…
…

　
　
…
…
…
…
…
…
：
・
…
：
…
…
…
…
…
・
薗
　
　
田

エ
ペ
ク
タ
シ
ス
ー
ニ
ュ
ッ
サ
の
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
に
お
け

　
る
「
無
限
」
の
問
題
…
…
…
…
…
…
土
井
健

マ
イ
ス
タ
ー
・
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
お
け
る
「
自
由
」
の

　
問
題
…
…
：
：
…
…
…
・
…
…
…
…
・
…
松
　
井
吉

塊司康

論
理
的
帰
結
関
係
を
ど
う
定
義
す
る
か
…
橋
　
本
　
康
　
二

次目口
写ハ削

芸
術
と
時
間
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…
…
－
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…
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健
二
郎
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の
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物
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i
有
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範
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ぐ
っ
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…
…
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…
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「
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意
味
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
…
…
…
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孝

コ
ソ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
の
意
義
と
展
開

　
ー
ロ
パ
ー
ト
ソ
ソ
・
ス
ミ
ス
か
ら
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会

告

一、

{
会
は
会
員
組
織
と
し
会
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
・
入
会
垂
の
方
は
側
京
都
市
左
京
区
士
・
果
町
京
都

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
0

大
学
文
学
部
内
京
都
哲
学
会
（
振
替
口
座
京
都
二
一
四
〇
三

九
番
　
京
都
哲
学
会
）
宛
に
年
会
費
一
、
○
○
○
円
と
会
誌

代
五
、
○
○
○
円
（
数
冊
分
）
を
お
払
込
下
さ
い
。

又
会
員
へ
の
会
誌
送
付
、
パ
ッ
ク
ナ
ソ
バ
！
購
入
及
び
発
売

に
関
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
田
区
一
番
町
一
七
番
地
創
文

社
（
振
替
口
座
東
京
ニ
ー
九
二
四
七
二
番
）
宛
に
願
い
ま
す
。

一、

?
員
の
転
居
・
入
退
会
の
事
務
及
び
編
輯
事
務
の
一
切
は

京
都
哲
学
会
宛
に
御
通
知
下
さ
い
。

一、

{
誌
の
編
輯
に
関
す
る
通
信
・
新
刊
書
・
寄
贈
雑
誌
等
は

本
会
宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

京
　
都
　
哲
　
学
　
会

　
0
1
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
卜

　
6
0
京
都
大
学
文
学
部
内

平
成
五
年
十
月
十
五
日
　
印
刷

平
成
五
年
十
月
二
十
日
　
発
行

璽発編

代行輯
表
　人兼

編
輯
担
当

土濱木水磯
　　　　　大

井飾罫
　　　三哲誕

健研好
　　　　学

久繧

保創
三

三文

司三二二会

発
売
燐

本
　
　
詮

仮
事
務
所

印
　
刷
　
所

三社

競
東
京
都
千
代
田
区
一
番
町
｝
七
一
三

皿
東
京
都
文
京
区
蔭
口
｝
一
四
四
一
七

榊屯

@
話
　〇
一
二
⊥
二
二
一
二
五
一
四
コ
エ
ハ
一

振
替
束
京
二
－
九
二
四
七
二

暁
印
刷
株
式
会
社

㎜
東
京
都
文
京
区
関
口
一
1
四
四
1
㎎

　
　
　
　
註
　
文
　
規
　
定

一、

?
員
以
外
の
購
読
者
の
御
註
文
及
び
広
告
掲
載
に
関
す
る

件
は
「
創
文
社
」
へ
御
申
込
下
さ
い
。

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
一
部
、
送
料
七

三
円
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
。
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